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◎以下の4つの問題のうちから 3つを選択して，解答用紙に解答を記入せよ。なお解答に

当たっては，考え方や途中の計算などもなるべく詳しく記し，何らかの定理を用いた場合

には，その名前や内容も明記すること。

問laを実数とし，A＝(7 -a)とする。以下，固有値が実数であるとき，これを実
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固有値と呼ぶ。

(1) a= 2のとき，行列 Aの固有値と，それぞれの固有値について，それに属する固有

ベクトルを 1つ求めよ。

(2)行列 Aが実固有値をもっための aの必要十分条件を求めよ。

(3)行列 Aの固有値がただlつのとき，その固有空間を求めよ。

が 0
(4) 4次正方行列（ ）が2つの異なる実固有値をもっための aの必要十分条件

0 A2 

を求めよ。また，そのときの各固有値についての固有空間の次元を求めよ。

問2 民を実数全体の集合とする。艮上の実数値関数 fをf(x)= xe―x2 で定める。実
数 tに対し， 9t(x)= cos―1(tx)とする。ここで COS―1はcosの逆関数を表し，その値域

は［0,1r]= {x E艮IO:s;x:s;1r}とする。 fと9tの合成関数 htをht(x)= 9tU(x)）で定
める。

(1)関数 f(x)の最大値および最小値が存在するならば，それを求めよ。実際に最大お

よび最小であることを示すこと。存在しない場合は，存在しないことを示せ。

(2)合成関数 ht(X)が股上の実数値関数として正しく定義されるための tの必要十分条

件を求めよ。

以下，合成関数 hパx)が正しく定義されているとする。

(3) ht(X)がC1ー級関数となるための tの必要十分条件を求めよ。

(4) (3) の条件のもとで， x=a における ht の微分係数 h~(a) が正となるための a の必

要十分条件を求めよ。
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問3 N を自然数全体の集合とする。集合即＝ NxNxNの元 (x1心2心3)および

(Y1,Y2叩）に対し，同値関係～を

X1 Y1 砂 Y2
(x1,砂，知） ～ （Y1,Y2,Y3)⇔ー＝ーかつー＝一

X2 Y2 知 Y3

で定める。 X を同値関係～による商集合 X=即／ ～とし，（X1心2，巧）の同値類を

[x1心2,X3]と表す。 Qを正の有理数全体の集合とする。

(1)写像 f:X→Qを
f([x1, X2, X叶） ＝ 

X1X3 

x3 
で定める。写像fが正しく定義されていることを示せ。

(2) fが全射であることを示せ。

(3) f―1(1)が無限集合であることを示せ。

(4) m, nを自然数とし，写像 9m,n:X→QxQを

9m,n([x1, X2, X3]) = ( 
X1功 X屈xg

吐 'xT+n)

で定める。 9m,nが全射となるための m,nの必要十分条件を求めよ。

問4 aを0三aこ10を満たす整数とする。計算ドリルの問題を， 5人の学生が1人ず
つ順番に 1ページずつ解く。 1人目は5点で，かかった時間は2分， 2人目は 7点で，か

かった時間は3分， 3人目は3点で，かかった時間は5分， 4人目は9点で，かかった時間

は6分， 5人目はa点で，かかった時間は4分であった。

(1)最初の4人の点数の平均，分散，標準偏差を求めよ。

(2) 5人の点数の分散が 5以下となるための aの必要十分条件を求めよ。

(3) 5人の点数とかかった時間の相関係数の， aを動かしたときの最大値を求めよ。
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